
慶應義塾大学 総合教育科目自然科学系列「天文学 I」 隠れ資料 

以下は、2026 年度の全講義資料と期末レポートのアナウンスを読み込ませた Google 

Gemini が出力した、本講義の戦略的まとめと期末レポート執筆ガイドです。そこそこ正しい

ので、参考にしても良いかと思います。             2026/04/01 下条圭美 

 

慶應義塾大学「天文学 I」戦略的まとめ 

慶應義塾大学「天文学 I」を文系学生が「最強の教養」としてモノにするための戦略的まとめを

作成しました。 

 

1. 講義の目的と特色：宇宙を通した「知の再定義」 

この講義は、単に星の名前を覚える「天体図鑑」ではありません。 

科学リテラシーの獲得： 「なんとなく凄い」ではなく、「エビデンス（根拠）に基づき論理

的に納得する」という科学的思考のプロセスを学びます。 

文理融合のストーリー： 序盤はギリシャ神話やキリスト教、歴史を扱い、文系学生の土俵か

らスタートします。そこから徐々に物理法則へと移行し、最終的には**「なぜ私たちはここに

存在できるのか？」**という問いを、太陽や磁場、大気の物理条件から解き明かします。 

最新のライブ感： 国立天文台の現役研究者ならではの、NASA やアルマ望遠鏡による「数日

前、あるいは今日の最新観測データ」が講義に反映される贅沢な構成です。 

 

2. 担当教員の特徴と付き合い方：透明性と誠実さのナビゲーター 

下条先生は、非常にロジカルで公平な、学生に対して「誠実な」教員です。 

データ主義の評価： 「小テストの提出率と成績の相関」を公開するなど、評価基準が極めて

クリアです。「頑張った人が報われる」システムを徹底しています。 

文系へのリスペクト： 物理や数学に苦手意識があることを前提に、歴史的背景や直感的な比

喩を多用してくれます。 



付き合い方のコツ： * 質問は大歓迎： 講義後の質問や K-LMS のメッセージに丁寧に対応

してくれます。 

「誠実さ」を見せる： 代返などの不正には非常に厳しい一方で、真面目に出席し続ける学生

を裏切りません。 

 

3. 理解の難しいポイント：文系学生がぶつかる「物理の壁」 

講義の中盤から登場する「物理学の概念」をどう乗り越えるかが鍵です。 

分野 躓きやすいポイント 攻略の考え方 

単位と規模 
SI 単位系、絶対温度(K)、光年、

AU（天文単位） 

「計算」ではなく、「規模感（オーダー）」

を把握する。 

光とエネルギー 
スペクトル分析、ドップラー効

果、E=mc^2 

「光は情報の運び手である」という論理の繋

がりを意識する。 

目に見えない力 磁場、プラズマ、太陽風 
「磁石の力でバリアが張られている」という

直感的イメージを優先する。 

 

4. 高評価への道：S/A 判定を勝ち取る「黄金のルート」 

「単位を取るだけ」なら出席で十分ですが、最高評価を狙うならレポートが勝負です。 

① 「小テスト」の完遂（基礎点） 

生存戦略： １３回のテスト中、回答数（＝出席回数）が 9回を下回ると落単リスクが急上

昇します。９回以上は出席し、小テストに回答しましょう。 

② レポートでの「自分なりの議論」（加点要素） 

文系知の融合： 自分の専攻（法・経・文・商など）の知識を天文学と掛け合わせます。 

例（法学）： 「宇宙天気が電力網を破壊した際の法的責任」 

例（文学）： 「ニュートン力学前後での夜空の表現の変化」 



「架空の著作物」形式： 推奨されている「小説・企画書・法令案」形式は、論理が正しけ

れば 15点以上のベースラインを確保しやすい高得点の近道です。 

③ 厳格なルール遵守（減点回避） 

レポートでの NG テーマの排除： ブラックホールや銀河系などは 0点になります。「太陽

系内の話」に徹底的に絞ってください。 

AI 利用の開示： レポート作成に ChatGPT 等を使った場合は、プロンプトと修正過程を

全てさらけ出すこと。これが「誠実さ」の証明になります。 

 

結論： 

この講義は、真面目に取り組む文系学生にとって**「最も報われ、かつ世界観が変わる」**講義

です。最新の宇宙物理学を「自分の専門分野」で料理する楽しさをぜひ味わってください。 

 

「天文学 I」戦略的レポート執筆ガイド 

このレポートは「感想文」ではありません。下条先生という**現役の観測天文学者（プロ）を、

あなたの専門分野（文系知）という土俵に引き込んで納得させる「論理的対話」**です。 

 

STEP 1：テーマ選定（地雷回避と土俵設定） 

最優先事項は**「NG テーマ」の完全回避**です。ブラックホールや銀河系に触れた瞬間に 0点

となります。 

鉄則： ターゲットを**「太陽系内（太陽、地球、月、惑星、小惑星）」**に限定する。テー

マの境界線が不安な場合は、必ずK-LMS でメッセージを送り、「お墨付き」を得ること。こ

れが最強の保険です。 

戦略： 自分の得意分野（法・経・文・商など）と講義内容の接点を探す。 

法・政治学系： 宇宙天気（第 10 講）による損害賠償、月面資源の所有権。 

経済・商学系： 太陽活動周期と景気循環の統計的相関、宇宙保険の数理。 

文学・芸術系： 望遠鏡以前/以後での「月」の描写の変化（第3・4 講） 



社会・歴史系： 天動説から地動説へのパラダイムシフトにおける大衆心理。 

 

STEP 2：構成の設計（加点ポイントの最大化） 

下条先生は「章立て」を強く推奨しています。以下の 4 章構成が最も安全かつ高評価に繋がり

ます。 

第 1章：講義内容のまとめ（配点：5点） 

戦略： 全体を薄く書くより、自分の「議論」に関係する回を 1〜2つ選んで深く要約する。 

注意： 箇条書きは厳禁（5点固定）。必ず文章で論理的に記述する。 

第 2章：講義の感想（配点：5点） 

戦略： 単なる「驚いた」ではなく、「文系として持っていた常識が、物理的エビデンス（光

の解析や磁場など）によってどう覆されたか」を書く。 

第3章：自分なりの議論（配点：ここが 30点への分水嶺） 

戦略： 講義で出たキーワード（ハビタブルゾーン、磁場、ダイナモ、スペクトルなど）を

使い、**「講義で話されていない新しい視点」**を提示する。 

コツ： 「もし〜だったら」という仮定（反実仮想）を用いると論じやすい。 

例：「地球の磁場（第 12 講）が消失した場合、現代のデジタルトランスフォーメーシ

ョン社会は維持できるか？」 

第 4章：参考文献（必須） 

戦略： URLだけでなく、タイトルと閲覧日を明記。信頼できる学術サイトや国立天文台の

資料を引用すると「実証主義」の先生に響きます。 

 

STEP 3：高得点への「裏ルート」（創作形式の採用） 

シラバスに**「小説・企画書・法令案などは 15点以上になりやすい」**と明記されています。

文章力に自信があるなら、この形式が最も効率的な加点ルートです。 

成功例： 「月面植民地における憲法案」「太陽フレアによる大規模通信障害への政府対応マ

ニュアル」 



評価の分かれ目： 設定に**「講義で学んだ物理的制約」**が正しく反映されているか。 

例：月には大気がない（第 14 講）➔「放射線防御」や「酸素供給の法的権利」が条文に含

まれているか？ 

 

STEP 4：生成 AI の「正しい」活用法（0 点回避） 

2026 年度版のルールは非常に厳しいです。「AI を使った形跡」を消すのではなく、「AI をど

う使い倒したか」を堂々と開示してください。 

プロンプトの保存： AI に投げた質問（例：「太陽フレアが金融市場に与える影響を 5つ挙げ

て」等）をすべてメモする。 

修正の可視化： AI が出した回答の「間違い」を、講義資料を元に自分で修正する（例：AI が

系外惑星について答えたら、NG テーマなので自分で太陽系内に修正した、と書く）。 

誠実な付録： 「AI 名」「プロンプト」「修正箇所」を最後に添付。これは字数制限（1500

〜4000字）に含まれないので、画像（スクショ）で貼るのが最も効率的です。 

 

STEP 5：最終チェックリスト（提出直前） 

[ ] NG テーマ（ブラックホール、銀河、宇宙論など）を扱っていないか？ 

[ ] 文字数は 1500字以上（スペース抜き）あるか？ 

[ ] 箇条書きが多用されていないか？（文章になっているか） 

[ ] 日本語の論理構成は通っているか？ 

[ ] ファイル形式は .doc / .docx / .pdf か？（5MB以内） 

 


